
副専攻名　ヨーロッパ圏研究

前
期

後
期

53036 西洋近・現代史概説

ルネサンス期からフランス革命にいたるヨーロッパ近世史
の諸相、とりわけ絶対主義国家の形成から市民革命の勃
発に向かう展開を通じ、西洋近代主権国家の成立の歴史
的意義を理解できるようになる。

2～4

52489 現代ヨーロッパ社会論

ヨーロッパの現代社会が抱えているさまざまな問題を紹介
し、それらの問題についての分析・議論を通じて現代ヨー
ロッパについての理解を深めます。またそれと同時に、日
本の現代社会への視座をも獲得する。

2～4

52405 ヨーロッパの宗教1 2～4

52905 ヨーロッパの宗教2 2～4

52410 美術史1Ｅ 2～4

52910 美術史2Ｅ 2～4

52411 美術史3 E 2～4

52911 美術史4 E 2～4

51477 ドイツ文学史Ａ１ 2～4

51478 ドイツ文学史Ａ2 2～4

51479 ドイツ文学史Ｂ1 2～4

51480 ドイツ文学史Ｂ2 2～4

51481 フランス文学史Ａ1 2～4

51482 フランス文学史Ａ2 2～4

51483 フランス文学史Ｂ1 2～4

51484 フランス文学史Ｂ2 2～4

52446 ヨーロッパ研究特論1 2～4

52946 ヨーロッパ研究特論2 2～4

52447 ヨーロッパ研究特論1E 2～4

52947 ヨーロッパ研究特論2E 2～4

開講期※1

ヨーロッパの宗教、特にキリスト教、および一部イスラーム
についての知見を広げ、ヨーロッパをよりよく理解できるよう
にする。

副専攻のＣＰ（カリキュラム編成方針）

環境問題、人権問題、移民問題、政治統合等様々の側面において世界をリードするヨーロッパ社会の過去・現在・未
来につき履修者が、歴史的・社会的・文化的背景を踏まえ考察し、理解するための基礎力を獲得することを目標とす
る。20単位以上を選択履修する。

副専攻の学習成果

自己の専攻分野に加えて、ヨーロッパの歴史・社会・文化等に関する基礎的な知識と理解を得ることで、ヨーロッパに
関わる諸業務において効果的な役割を果たせるようになると期待されるとともに、近代生活の原理を生み出した、ヨー
ロッパ的思考の根底に触れることができる。

副専攻を構成する科目

19世紀から20世紀のフランス文学の歴史的背景を確認し、
その内的発展と文学創造の必要性を理解する

科目番号 授業科目名 学生の学習目標 学年

人間と美術との関係を考察するとともに、西洋の美術と文
化に対する理解を深める

中世からバロック時代までのドイツ語圏におけるさまざまな
言語文化潮流を理解し、ドイツ文学研究のための基礎知識
を体得する

18世紀以降のドイツ語圏におけるのさまざまな言語文化潮
流を理解し、ドイツ文学研究のための基礎知識を体得する

中世から18世紀までのフランス文学の歴史的背景を確認
し、その内的発展と文学創造の必要性を理解できるように
なる

ヨーロッパ圏をめぐる様々な課題についての理解を深める

フランス語の構造を理解し、英語についてもより深い知識を
える



副専攻名　ヨーロッパ圏研究

前
期

後
期

開講期※1

副専攻のＣＰ（カリキュラム編成方針）

環境問題、人権問題、移民問題、政治統合等様々の側面において世界をリードするヨーロッパ社会の過去・現在・未
来につき履修者が、歴史的・社会的・文化的背景を踏まえ考察し、理解するための基礎力を獲得することを目標とす
る。20単位以上を選択履修する。

副専攻の学習成果

自己の専攻分野に加えて、ヨーロッパの歴史・社会・文化等に関する基礎的な知識と理解を得ることで、ヨーロッパに
関わる諸業務において効果的な役割を果たせるようになると期待されるとともに、近代生活の原理を生み出した、ヨー
ロッパ的思考の根底に触れることができる。

副専攻を構成する科目

科目番号 授業科目名 学生の学習目標 学年

52448 ヨーロッパ研究特論3E 2～4

52948 ヨーロッパ研究特論4E 2～4

52491 アフリカ概説1 2～4

52492 アフリカ概説2 2～4

52483 ヨーロッパ・アフリカ史演習A 2～4

52484 ヨーロッパ・アフリカ史演習B 2～4

52485 ヨーロッパ・アフリカ史演習C 2～4

52486 ヨーロッパ・アフリカ史演習D 2～4

52487 ヨーロッパ・アフリカ史演習E 2～4

52488 ヨーロッパ・アフリカ史演習F 2～4

53037 ヨーロッパ歴史特論A
15-16世紀イタリア社会につき、その時代区分概念をつか
むとともに、政治・経済など諸側面にわたりその特徴を学
ぶ。

2～4

53038 ヨーロッパ歴史特論B
パーシャル美術展企画運営体験を通じて、美術史に関する
基本知識や美術鑑賞のポイント・意義について学ぶととも
に、事業企画・運営のセンスや実務能力を涵養する。

3～4

52470 ヨーロッパ文化特論A1 2～4

52970 ヨーロッパ文化特論A2 2～4

 52471 ヨーロッパ文化特論B1 3～4

 52971 ヨーロッパ文化特論B2 3～4

52472 ヨーロッパ社会特論A1 2～4

52972 ヨーロッパ社会特論A2 2～4

52473 ヨーロッパ社会特論B1 3～4

52973 ヨーロッパ社会特論B2 3～4

52490 ヨーロッパ社会特論CE 北欧社会や文化の知識を習得し、異文化理解を深める。 2～4

グリム童話に代表されるドイツの童話を素材に、ヨーロッパ
的心性とは何かを探る

ドイツを素材として現代ヨーロッパの社会的諸問題を考察
する

※1　開講期は、Ｗｅｂシラバスでご確認ください。

イタリア語文法、イタリア語会話の基礎を英語で学習しつ
つ、それを通じてヨーロッパ文化の源流ともいうべきイタリア
文化を学ぶ

ヨーロッパ史に関する英語のテキストと、関連する日本語
の書籍を読む。

フランス語圏の歴史を縦軸に、フランス語圏の実情、文化
について考察し、フランス語圏についての理解を深める。

アフリカがたどった歴史と文化について、関心を持って情報
収集するとともに、アフリカの諸地域が置かれている状況を
把握し、現代的な課題とその背景について自分の言葉で説
明することが出来る。


